
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

進学会では，定期テストの 

３週間前から対策をします 

◆定期試験対策…毎回の定期試験前に，継続授業で試験対策をします 

◆復習システム S-PLAS…一人ひとりの誤答に合わせプリントを配付します 

◆実技４科指導…学研と協力し，実技教科対策用の特別教材を配付します 

総合テスト=入試本番の力。 

中１からの早期訓練がカギ 

◆全国模試の学力ｺﾝｸｰﾙ･合格判定ﾃｽﾄ…全国レベルで実力を伸ばします 

◆良問豊富なｵﾘｼﾞﾅﾙﾃｷｽﾄ…基礎～発展まで大量演習。完全消化します 

◆年３回の特別講習…春・夏・冬の講習会が総合テスト対策になります 

勉強できちんと成果が出せる

から，部活動も頑張れる！ 

◆コーチングシステム…毎月の学習目標・学習計画を自ら立てる仕組みです 

◆タブレット学習…家に帰っても，塾や学校の復習が手軽にできます 

◆週３回で短時間集中…１回の授業時間が適度で，最後まで集中できます 

勉強しているけど成果は…。

キーワードは，効率よい勉強 

◆予習先取り学習…授業前に不明点が見つかるので，授業が頭に入ります 

◆フィードバックテスト…毎授業テストがあるので，本番に強くなります 

◆過去問を分析したｵﾘｼﾞﾅﾙﾃｷｽﾄ…入試や定期試験で出る問題が分かります 

せっかく進学するなら， 

余裕をもって合格しよう！ 

◆集団指導…飯田高（理数科・普通科）を目指すハイレベルクラスです 

◆全国展開の進学塾…全国各地区のトップ高に合格できる指導をします 

◆飯田本部継続生 ２年連続全員合格！…この指導力で合格に導きます 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

中３になると，試験範囲が限られていた定期テストから，既習事項の

全てが範囲となる「総合テスト」に変わり，約１～１ヶ月半のペース

で１年を通じて行われるようになります。そのため１・２年のころと

は全く異なる対策が必要になり，５０点くらい下がってしまう人が続

出します。東大進学会では過去の総テを分析した「総テ対策オリジナ

ルテキスト」（２００ページ超）を使用し，他ではマネのできない対

策を実施。みなさんの第一志望校合格をしっかりサポートします！  



 

 

 

 

 

 

はじめまして！「東大進学会の教室」を大公開します！ ぜひ、実際の授業を体験してください！ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

コレが 東大進学会 の教室だ！ 

 

適正人数だからできること，適正人数にしかできないこと。 

1人1人を大切にできる！ 

集中して勉強できる！ 

しっかり聞こえ，しっかり見える！ 

★講師は生徒をきちんと見られる！ 

（表情・ノート・手の動き･･･） 

★生徒は授業をきちんと聞ける！ 

 （ほどよい緊張感で，集中力が続く） 

★分からない所はすぐ質問できる！ 

先生， 

質問～っ！ 

ここまでで、何か分から 

ないことはないかな？ 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

今，高校入試や大学入試では，思考力・判断力・表現力の３つの力が求められます。進学会
の授業には，これら３つの力を引き出し，鍛えるための指導の仕組みが備わっています。 

ものごとを深く掘り下げて 

考えることができる力 

学ぶ上でも，また仕事をする上でも，思考力は必要不可欠な力です。ものごとを深く掘り下げることで，

その奥に隠れている理由や原因を把握でき，そこからさまざまな仮説（「もしもＡなら…だ。またＢなら

…だ。」）を立てることができるようになります。 

思考力を鍛えるためには「掘り下げて考える訓練」と，その下支えとなる「知識の蓄積」が必須です。 

◆予習中心型学習…進学会の授業は事前の予習が義務づけられています。

それにより，自ら深く掘り下げて考える力が身につきます。 

◆多くの良問演習…進学会のテキストはオリジナル作成＆完全消化。考え

る力が身に付き，豊富な知識が蓄積され，思考力アップにつながります。 

ものごとに対して正しい 

判断をすることができる力 

判断力が備わっていると正しい判断ができ，また誤った判断を避けることができます。判断を誤ると，

時には取り返しのつかないことになってしまう場合があります。仕事や人生では判断の連続です。 

判断力を鍛えるためには，「ものごとを論理的に把握」し，「判断の経験を数多く積む」必要があります。 

◆入試想定型学習…進学会では毎回の継続授業時に行う「フィードバック

テスト」や，休日に行う「学力コンクール・合格判定テスト」など，年

間を通じて多くのテストがあります。実戦形式でトレーニングを重ねる

ことで，ものごとを論理的に考え，判断する力が身につきます。 

自分が伝えたいことを正確に

表現することができる力 

表現力が高ければ，相手とのコミュニケーションもうまくいき，また自分の考えを相手に正しく伝える

ことができ，仕事や日常生活がストレスなく円滑に進むようになります。 

表現力を鍛えるためには，「情報や言葉のインプット（蓄積）とアウトプット（表現・伝達）の繰り返し」

によって，表現の正確性の精度を高めていくことです。 

◆発問式授業…進学会の授業は「なぜそうなるの？」・「次にどうするの？」

と講師が生徒に質問を投げかけ，生徒がそれに答えるという形で授業を

進めます。予習や授業で蓄えた知識を授業の場でアウトプットすること

で，表現力が身につく仕組みになっています。 


